
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆◇令和２年度 江北町立江北中学校教育計画◇◆(簡略版) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「時を守り、場を清め、礼を尽くす」：教育学者の森信三先生の提唱した職場再建の３原則 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症が全国、世界に拡大し、その影響で、学校行事において、規模縮小、時

間短縮での卒業式・入学式を行わざるを得ず、今後の学校行事も同様に縮小あるいは延期、状況によ

っては中止せざるを得ない状況もあると思います。そういう状況の中、新入生が入学して一度も全校

生徒が集まったことがなかったし、先生たちの顔と名前も一致していない状況だったので、悩みまし

た。体育大会がもし延期になれば、全校生徒が集まる機会はしばらくないと思い全校朝会を実施しよ

うと当日の朝まで思っていましたが、やはり全校が一堂に会することは避け、急遽放送による全校朝

会に切り替えました。新年度のスタートに当たり、こんな学級や学校をみんなで築き上げてほしいと

いう願いを全校朝会で話しました。 
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                      第４号 

 【学校教育目標】 

自ら学び心豊かにたくましく 

生きる生徒の育成 

全校朝会（4月15日） 

【学校教育目標】 

自ら学び心豊かにたくましく生きる生徒の育成 

めざす学校像 めざす生徒像 めざす教師像 

○ともに切磋琢磨し、成長し

ていく学校 
○ともに支え合い、安心して 
生活できる学校 

○地域に信頼される学校 

○自ら学び考え行動する生徒 

○他人を思いやる生徒 

○粘り強く挑戦する生徒 

○子どもの成長を支える愛情 

豊かな教師 
○使命感にあふれ、学び続け 
る教師 

○組織で取組み、心身ともに
健康な教師 

 

校  訓 

研究主題 

誠実・自主・創造 
 

心豊かにたくましく生きる児童生徒を育む道徳教育 

～小中連携や地域との連携を通して～ 

 

時を守り、場を清め、礼を正す 



 今日は「地獄」と「極楽」の話をします。3年生が2年前、入学後の最初の全校朝会で話をした内容

です。覚えてくれていたらうれしいです。 

みなさん地獄や極楽はどんなところだと思っていますか？先生も行ったことがないのでよく分か

りませんが、行ったことがある人の話をします。 

ある人がいよいよ亡くなって、あの世へ旅立ったという話です。三途の川を渡ると関所があって、

番人が「お前は名簿に載っていない。何かの間違いだから、もう一度娑婆
し ゃ ば

へ帰れ。お前の寿命は、ま

だあるのだ。」と言います。「いやあ、これはありがたい。」と喜んで帰ろうとすると、「せっかく

来たんだから地獄と極楽の見物をして行け。」と言うのです。 

こんなチャンスは二度とない。ちょっと見物していこうと、まず地獄館というのに入りました。さ

ぞかし針の山とか血の池とかあるだろうと思ってこわごわのぞきこむと、普通の部屋です。鬼もいま

せん。真ん中に大きなテーブルがあって、まわりに大勢が腰かけています。テーブルの上にはご馳走

の盛られた大皿やどんぶりがいっぱい置かれています。 

これが地獄かなと首をかしげて一人一人をよく見ると、みんな真っ青な顔をして骨と皮ばかり、

やせ細ってあわれな姿です。自分の体は椅子に縛りつけられていて動けないのです。目の前のご馳

走を食べればいいのに、と手を見ると、右手にさじが縛ってあります。そのさじの柄が長くて１メ

ートル以上もあります。欲をだして遠くの皿まで手をのばしてご馳走をすくっても、食べようとす

ると、さじが長くて口まで届かないのです。みんな体のまわりへこぼすばかりで口にはひとつも入

りません。それがいらだたしく、「お前が邪魔だ。」「邪魔なのはお前だ。」と互いにけんかばか

りしています。「なるほど、これは地獄だ。こんなところはもういい。」と思って外へ出て、隣の

極楽館へ入ってみました。 

今度はさぞ美しい所だろうと思って入ってみると、普通の部屋で真ん中にテーブルがあって、まわ

りに大勢が腰かけています。地獄と同じです。こちらの人々も椅子に縛られ、さじも１メートル以上

あります。ところがこちらの人たちは血色もよく、朗らかでニコニコしています。 

地獄と極楽は条件が同じなのにどうしてこうも違うのかな、とよく見ると、極楽の人たちは、長い

さじでご馳走をすくって「さあ、どうぞおあがりください。」と向こうの人にさし出して「ありがと

うございます。」「いえ、お互いさまです。」とやりとりしているのです。 

なるほど、地獄と極楽の違いはここなんだなあ。自分だけしか食べることを知らない連中が集まる

と地獄になるし、まず人に食べさせることを考えれば極楽になるんだなと気づいたら目がさめたとい

う話です。地獄も極楽も「あの世」のことでなく「この世」のことなのです。 

 

 江北中学校はどうでしょうか？あなたの学級や学年はどうでしょうか？「地獄」でしょうか？「

極楽」でしょうか？自分だけ「極楽」と思っていてもダメですね。1人でも「地獄」だと思う人がい

れば、悲しいですね。「極楽」のような学級や学校をみんなで作り上げてくださいというお願いを

令和2年度のスタートに当たり、話をしました。「大丈夫？」とか「ありがとう」などお互いに優し

い言葉を掛け合い、一人一人が周りの人に気遣える人になってほしいと思います。「いじめ」など

もっての外です。 

 

 始業式は放送でしたが、学校教育目標である「自ら学び心豊かにたくましく生きる」の「レジリエ

ンス」「たくましく生きる」の話をしました。今日は「心豊かに」について話をしました。一人一人

が互いに仲間を思いやり、全員が「明日も行きたくなる学校」にしていきましょう。そんな学校であ

れば、勉強もスポーツも伸びていくはずです。  


